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　西淀川公害患者と家族の会では円滑に運営を行うため、地域組織として

「支部」、各支部の中に「班」を設けていました。支部には「支部長」、班に

は「班長」が置かれ、それぞれ次回総会までの重要事項を決めて運動を進

める「役員会」や、必要に応じて召集される「班長会議」、「班長役員合同会

議」が開催されていました。1994年11月の第23回総会議案書では、役員

会・班長役員合同会議は「会の団結の基本である」と表現されています。

　 　　　患者会資料に役員会や役員班長合同会議のレ

ジュメが残されています。いずれも、前回の会議から

の「活動日誌」と「主な活動の総括」を内容とする「報告事項」と当面の活動の方針を相

談する「協議事項」から構成されています。

　1994年7月13日の班長役員合同会議の「活動日誌」では、各支部で「学習会」が行われてい

たことが分かります。この学習会は同年7月21日の2次・4次裁判の結審に合わせた「パラソル

行動」に向けたものでした。会議では学習会への参加率と「補充学習会」を行うことが報告され

ており、パラソル行動後も必要に応じて学習会を実施するとされています。運動を成功に導く

には患者らの積極的な参加が求められていたことが分かります。

　こうした学習会は、患者の高齢化などで活動上の困難さが増し、全会員の参加で運動をや

りあげる必要性がますます高まる中で、運動の方針案を説明し、意見を聞く場として重要視さ

れていました。（第23回総会議案書）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北嶋奈緒子）

運動を支えた役員会・班長役員合同会議と学習会

（西淀川公害患者と家族の会資料No.11924～ほか）

～語り部さんのことば～
　　『阿賀の記憶、阿賀からの語り　　
　　　　　－語り部たちの新潟水俣病』

　今回の新着図書は著者である関礼子さんから

ご寄贈いただいた『阿賀の記憶、阿賀からの語

り－語り部たちの新潟水俣病』です。関さんのゼ

ミの学生さんが、新潟水俣病について語り部とし

て活動をしている8人の方に聞き取りを行い、編集したものになります。

　阿賀野川が汚染される前や、汚染されたと知らない頃の阿賀野川の

記憶が語られ、語り部さんのひとりひとりのお話がとても考えさせられま

す。「私も手の感覚がなく、足もビリビリして感覚がなくなって、もしかし

たら水俣病ではないかと不安でした(p027)」といった言葉や、差別や偏

見があることで「きょうだいでも(水俣病だと)言えないって人、いるんで

す。昔の話だと思ったんですけど、いまでも、そういう方もいらっしゃる

んですね（p128）」と言った言葉が、今の新潟水俣病をとても表している

と思いました。

　新潟水俣病の語り部さんの話を聞く機会がない人でも、語り部さんの

想いに触れ合える本になっていると思います。ぜひ手に取って、いろ

んな語り部さんの想いを読んでみてください。　　（松ケ平あかね）

関礼子ゼミナール編　 新泉社、2016年12月20日

紫陽花の花の紫が日ごとに深く
なっていく頃になりました。他に
もこの時期、くちなしの香りや
鮮やかな苔の緑に足を止め見
惚れてしまう事があります。
今年ももう半分過ぎますが、皆さ
まいかがお過ごしでしょうか？
西淀川のフィールドワ―クプログラムが完成し、
新しくエコミューズのホームページも一部変更と

なりました。 
http://www.aozora.or.jp/ecomuse/a
nnai/kensyu
梅雨明けのからりと明るい夏空もす
ぐそこです！ぜひ西淀川にお越しく
ださい。　　　　　　　　　　　（佐々木）


